
【名称】太陽熱発電装置 

 

【実用新案】 登録第２１１７８８５号 

 

【新技術】温暖化の原因として、太陽熱以外で地球上の「空気」と「水」の温度を上

昇させるシステムを忘れてはなりません。つまり、火力発電、エアコン室外機、自動車エ

ンジン燃焼、核分裂による熱エネルギーの放出と、その冷却システムによる、「海水」温

の上昇です。 

新技術とは、地球上で熱エネルギーを作り出すのではなく、元々存在する太陽熱を効果

的に活用することによる発電システムです。つまり、太陽熱発電装置は、太陽熱を集約し

て発生させた熱エネルギーによる発電装置です。 

  

【従来技術】エネルギー問題は重要であり、特に、温暖化対策との関連で重要です。 

温暖化とは、「第一」に、二酸化炭素の排出、「第二」に、火力発電等により地球上の

空気を直接温める、「第三」に、核分裂による熱エネルギーの発生、及び冷却システムと

して海水を直接温めるケースの合算です。そして「第四」として、ＣＯ２を吸収する森林

の伐採であり、この４つのケースの温暖化対策が必要です。原子力発電は繋ぎとしての発

電システムとしては必要ですが、核分裂による熱エネルギー発生と、その冷却システムと

して海水を使用すれば、「空気」と「海水」を直接温めるものであり、この熱量の試算も

重要です。試算方法は簡単であり、つまり、地球上に存在する原子力発電機を全て、南極

に移設したとして、南極の氷がどの程度溶け、期間の誤差はありますが、海水がどの程度

上昇するかです。 

原子力発電とは、地球上に小さな太陽を作るようなものであり、この小太陽が仮に５０

０個出来れば、かなり地球の温度は上昇すると考えます。 

某データによれば、都市化により３度以上上昇した都市もあり、この様な都会が多く出

来れば、そのこと自体が温暖化の証明です。 

原子力発電は、原子炉でのウラン核分裂により熱エネルギーを発生させて発電します。

つまり、地球上に無から熱エネルギーを作り出し、空気や海水の温度が上昇します。 

それとは逆に、元々存在する太陽熱による適正な温度上昇は必要なものであり、温暖化

とは無関係です。何故ならば、それを排除すれば氷河期の到来となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【実用新案】 

名称 太陽熱発電装置 

実用新案 第2117885号 

この実用新案権の期間は終了していますので、ご自由に使用下さい。 

 



 



 



 



 


